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第１１次美瑛町社会教育中期計画（５カ年）の策定について 

 

 美瑛町では、令和２年に第１０次社会教育中期計画を策定し、明日を担うひとづくりと

地域づくりを実践するため、「きっかけ」「やりがい」「つながり」を重点目標とし、主体的、

積極的な意志をもって活動できる学習機会の提供と、継続的な学び場の提供の確立を目指

し、社会教育活動を推進してまいりました。 

この間、新型コロナウイルス感染症の感染拡大及び感染者減少後のいわゆる「アフター

コロナ」への対応、少子高齢化と人口減少社会への対策、持続可能な社会の実現に向けた

課題などより多くの社会的課題が浮き彫りになった期間でありました。 

このような情勢の中、「美瑛町教育振興基本計画（令和５年度～令和９年度）」の目指す

「誰ひとり取り残されることのない、公正で質の高い学びの実現」を実践するために、町

民一人ひとりが、生涯にわたって、あらゆる機会にあらゆる場所で、学習することができ、

その成果を適切に生かすことのできる生涯学習社会の実現を目指した社会教育行政の運営

に取り組む必要があります。 

つきましては、「第１０次社会教育中期計画」の次期計画となる「第１１次美瑛町社会教

育中期計画（令和８年度～令和１２年度）」の策定について諮問いたしますので、現在の社

会情勢や、これまでの各事業の点検・評価、今後の課題や改善策を明確にし、対象領域、

活動領域、各分野等における取り組むべき方向性などを検討のうえ答申していただきます

ようお願い申し上げます。 



第１１次社会教育中期計画策定について（案）      議題５ 資料１ 

 

【計画の位置づけ】 

 教育基本法第１７条及び社会教育法第３条に規定される地方公共団体の任務を遂行するため、美瑛

町における社会教育振興の方向性を示すものであり、「美瑛町まちづくり総合計画」や「「美瑛町教育振

興基本計画」などの関連計画と整合性を図りながら策定するものです。 

 

【計画の期間について】 

  教育基本法第１７条に基づき国が定めた「教育振興基本計画」（令和５年６月策定）では、２０４０

年以降の社会を見据えた持続可能な社会の創り手の育成を計画のコンセプトとし、今後５年間に取り

組む施策を総合的・計画的していることから、これまでどおり、本町の社会教育を推進する計画につい

ても、５か年の中期計画とします。 

 

【計画策定までの流れ（予定）】 

①８月７日  第２回社会教育委員会兼公民館運営委員会兼生涯学習推進委員会議 

          中期計画策定の諮問 

          アンケート調査表の確認 

②８月～９月 アンケートの実施 

③９月中旬  第１回社会教育中期計画策定会議 

          アンケート結果の報告 

          計画の基盤となるテーマで、ワークショップ形式を実施 

④１０月中旬 第２回社会教育中期計画策定会議 

          第１回の会議を踏まえ、計画全体のテーマや計画領域を定め、意見の深化図るた

めにワークショップを実施 

⑤１１月中旬 第３回社会教育中期計画策定会議 

          会議を踏まえ、事務局が作成した計画素案の確認 

⑥１１月下旬 第４回社会教育中期計画策定会議 

          第３回会議を踏まえ中期計画を策定し、パブリックコメントを募る。 

          期間はおおよそ１か月。 

  ⑦１月上旬  第５回社会教育中期計画策定会議 

          パブリックコメントを反映し、最終的な中期計画を完成させる。 

  ⑧１月中旬  まちづくり委員会へ諮り中期計画への意見をいただく。 

⑨１月下旬  委員長・副委員長会議 

          完成した計画の報告・最終確認 

⑩２月上旬  第１１次社会教育中期計画答申 

 

 



 

【アンケート調査について】 

○目的  町民の社会教育施設の利用状況や、事業の参加状況について調査を行い、計画策定時の資

料とする。 

また、一般向け、児童生徒向け、保護者向けの３種類を作成し、一般向けでは、学習テー

マに対する問題意識の確認と学習意欲の状況を考察し、児童生徒向けでは、参加理由や参加

意欲について調査し事業ニーズ等を考察し、保護者向けでは、保護者の立場から児童生徒の

成長を確認し、今後の事業ニーズ等を考察する。 

不特定の一般町民向けに町公式 LINEによる調査を行う。サンプル数が確定できないが、

郵送料の高騰など、今後の社会情勢を予測した場合、郵送に頼らない方法を使っての社会調

査を行うべきと考え、今回実験的に行う。 

 

 ○対象 ①令和７年度 児童生徒対象事業参加者及び保護者 各５０名（１００名） 

       内）文化事業２３名、スポーツ事業２２名、美瑛学事業５名 

   ※児童生徒については、４年生以上とする。 

②令和７年度 一般対象事業参加者 ３５名 

       内）文化事業１５名、スポーツ事業１５名、美瑛学事業５名 

③町民センター定期利用団体    ２０名 

④文化社会教育団体        １０名 

⑤図書館利用者等         ２０名 

⑥スポーツセンター定期利用団体  １０名 

⑦郷土学館利用者等         ５名     合計２００名（１５０通） 

      ⑧町公式 LINEによる調査 

     

  

○内容 第１０次作成時のアンケートとの比較ができるように、前回実施した項目を基本に作成。 

      

【パブリックコメントの実施について】 

 美瑛町社会教育中期計画は美瑛町自治基本条例第１４条に定められている「町民参加が望ましいと思

われる事項」に該当し、第１５条に定められている町民コメント制度（パブリックコメント）の実施を採

用し、行います。 

 これにより第４回で策定した中期計画に町民の皆様の意見を反映しより良いものにし、最終的な中期

計画を策定します。 
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第１０次美瑛町社会教育中期計画の再確認  
 

  第１０次美瑛町社会教育中期計画は、令和３年度から令和７年度までの社

会教育の指針を定めています。令和２年度に行われた策定会議では、わかりや

すい表現や親しみやすい表現にするよう意識しながら計画の策定が行われま

した。 

 

 ①第１０次社会教育中期計画の基本理念と推進目標 

  「明日を担う人づくり」と「活力のある地域づくり」を目指し、「きっかけ」

「つながり」「やりがい」の３つの柱を踏まえた生涯学習活動の支援と社会教育

の推進を行う。 
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資料２ 

学習機会の場 

つ
な
が
り 

継続的な学び 
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 ②３つの重要な柱の意味 
  「きっかけ」「つながり」「やりがい」には以下のような意図があります。 

  【きっかけ】 

何かをしたいと考え始める「きっかけ」、何かをしたい時に始められる

「きっかけ」、二つの「きっかけ」の提供と創出を行う 

 

  【つながり】 

個人での「つながり」だけではなく、地域、団体、世代などの様々な立

場と枠組みで「つながり」が生まれ、そして育まれていくような機会の提

供と創出を行う。 

   

【やりがい】 

文化・スポーツ活動を「やりがい」を感じながら活動できるよう、施設

機能の整備と充実を図るとともに、日々の活動の成果を発揮し「やりがい」

を感じる事のできる発表の場を確保する。 

 

 ③領域別の重点と推進方策 
   本町計画の構成は、具体的な推進方策については、領域を定めて方策を記

載する形となっています。 

 

 第１０次の領域 （６領域） 

   芸術文化、スポーツ、交流、学び、施設と機能と役割、継続的な学びの場

の確保 

 

 

  第７次の領域 （１１領域） 

   家庭教育機能の充実、少年の学習活動、青年の学習活動、成人（一般）の

学習活動、成人（女性）の学習活動、成人（高齢者）の学習活動、環境学

習の推進、文化の振興、国際交流と人づくり、スポーツ活動の推進、社会

教育の基盤整備 

 

第８次の領域 （７領域） 

   家庭教育、団体活動、学習活動、人づくり、交流（国際交流、地域間世代

間交流）、芸術文化、スポーツ、施設と機能 

 

 第９次の領域 （５領域） 

   芸術文化、スポーツ、交流（個人、団体）、学び（個としての学習活動、

美瑛学、家庭教育）、施設と機能 
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 ①芸術文化 

第１０次社会教育中期計画 

＜重点＞ 

子どもから大人まで、継続的かつ意欲的に芸術・文化活動ができる体制

を整え、地域の伝統文化を含め幅広い芸術・文化に触れる機会の提供と創

出を行う。 

＜対策＞ 

・芸術・文化振興のため、定期的な発表の場の確保を行う 

・講演会や演奏会の実施 など 

 

＜主な事業＞※資料 3「第１０次社会教育期間中の事業一覧」の№を記載 

びえい出会いふれあい祭り（№1）ピアノと歌のコンサート（№28）、 

びえい芸術文化事業推進実行委員会主催事業(№31) 

 

②スポーツ 

第１０次社会教育中期計画 

＜重点＞ 

   町民の関心や目的、個々の適正に応じて「いつでも」「だれでも」「い

つまでも」活動できるよう機械の充実と継続的に活動できる環境整備を

行う。 

＜対策＞ 

・多種多様なスポーツ事業の開催。 

・活動拠点となるスポーツ施設の整備。 

・個人・団体への活動支援 

 

＜主な事業＞※資料 3「第１０次社会教育期間中の事業一覧」の№を記載 

スポーツチャレンジクラブ(№56)、各種スポーツ教室（№43～53） 

 

③交流 

第１０次社会教育中期計画 

＜重点＞ 

  団体間の交流促進と活動支援、そして個人活動のきっかけとつながりづ

くりの支援の為に、多様な交流の場の確保と機会の創出を行います。 
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＜対策＞ 

・異世代・異業種交流・地域間交流や国際交流など様々な交流の積極推進 

・団体の情報発信 

 

＜主な事業＞※資料 3「第１０次社会教育期間中の事業一覧」の№を記載 

びえい出会いふれあい祭り(№1)、すずらん大学（№20）、美宙祭り（No.25） 

 

④学び  

第１０次社会教育中期計画 

＜重点＞ 

  町民人一人一人の学習ニーズを踏まえた学びの場と提供と創出を行う。 

 また、学習者が理解を深め、自ら主体的に行動できるよう学習支援を行う。 

＜対策＞ 

・美瑛学、家庭教育、環境教育の推進。 

・各施設での事業の推進。 

 

＜主な事業＞※資料 3「第１０次社会教育期間中の事業一覧」の№を記載 

親子クッキング講座（No.2）、美瑛学講座（No.22）、 

 

 

⑤施設と機能と役割 

第１０次社会教育中期計画 

＜重点＞ 

 だれもが自分に合った目的に活用できるよう施設の管理と機能の充実

を行い、さらに必要な情報を必要な人へ届けられるような情報発信を行

う。 

＜対策＞ 

・利用しやすい運営体制の構築。 

・様々な手法での情報発信。 

 

＜主な事業＞※資料 3「第１０次社会教育期間中の事業一覧」の№を記載 

 図書等購入事業（№32）、各社会教育施設の活用（№59～62） 
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⑥継続的な学びの場の確保 

第１０次社会教育中期計画 

＜重点＞ 

 町民一人一人の生涯学習の実践のために、「いつでも」「どこでも」「だ

れでも」「なんでも」自らデザインし、自ら学び行動できるよう学びの場

の確保と学習の支援をおこなう。 

＜対策＞ 

・各種事業の実施と学習情報の提供 

・広報誌への掲載や折り込みチラシ配布 

 

＜主な事業＞※資料 3「第１０次社会教育期間中の事業一覧」の№を記載 

 自然とふれあいの里事業（№5、6）、ブックスタート事業（No.36） 

各社会教育施設の活用（№59～62） 

 



第１０次美瑛町社会教育中期計画期間中の事業一覧 資料３

№ 事業名 内容 対象 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

1 びえい出会いふれあい祭り
学習、創作等の発表や社会教育団体・福
祉団体の協力によるブース、バザー等の
様々な催しを実施

全町民 感染症拡大のため中止 来場者：約1，800人 来場者:約2,000人 来場者約2,200人

2 親子クッキング
地元食材を使った料理を行うとともに、
親子の触れ合いや、参加者間の交流
を深める。

親子
小学生の親子
2回開催　参加者：延べ59名

小学生の親子
1回開催　参加者：延べ29名

小学生の親子
2回開催　延べ54名

小学生の親子
延べ31名

3 つくって遊ぼう
創作活動・体験活動とおして科学への
興味関心を育む

小学生 １回開催　参加者11名 １回開催　参加者19名 １回開催　参加者２１名 １回開催　参加者３０名

4 少年少女道外研修

社会体験を通じ、将来に向けた意識の
高揚を図るとともに、団体活動を通して
の連帯感・責任感・自発性等を養う機
会する。

小中学生 感染症拡大のため中止 感染症拡大のため中止
東京、熊本
小中学生28名

大阪、和歌山
小中学生30名

5 夏　自然とふれあいの里
夏の遊びや団体生活を通し、体験活動
の充実を図る

小中学生
日高
小学4年生～6年生　14名

感染症拡大のため中止
北見
小学4年生～6年生　8名

北見
小学4年生～6年生　19名

6 冬　自然とふれあいの里
冬の特色を生かした体験活動や、団体
活動を通し、心と体の豊かな成長を促
す

小学生 小学1年生～6年生　21名 小学4年生～6年生　33名 小学4年生～6年生　32名 小学4年生～6年生　27名

7 ジュニア美瑛学
町内の自然、郷土、天文についての学
習体験

小学生
全4回
参加者：延べ50名

全8回
参加者：延べ47名

全6回実施
延べ70名

７回実施
延べ55名

8 少年団スポーツ交流会 スポーツをとおして交流を促進する 少年団員 中止 参加者：98名 参加者：79名 参加者：105名

9 少年団びえいっ子ミニ運動会
レクリエーション活動を通して交流を促
進する。

少年団員 参加者：77名 参加者：45名 参加者：61名 参加者：47名

10 少年団かるた大会 北海道の伝統である下の句かるたを実施 少年団員 参加者：4少年団　43名 参加者：4少年団　44名 参加者：5少年団　39名 参加者：3少年団　29名

11 「郷土の子」発行 広報紙に掲載 年4回発行 年4回発行 年4回発行 年４回発行

12 登校時交通安全指導 関係団体の協力を得て実施 8回 8回 8回 ８回

13 美瑛祭典時夜間巡回指導
美瑛祭典時にトラブルや事故防止及び
子どもたちの安全確保を目的に実施

中止
露店街を中心に市街地を広く巡回
指導、関係6団体参加

露店街を中心に市街地を広く巡回
指導、関係6団体参加

露店街を中心に市街地を広く巡回
指導、関係6団体参加

14
「丘のまち家庭の日」絵画ポスターコ
ンクール

家庭や親子の日常的な触れ合い、地
域の人々との交流などをテーマのコン
クールを開催する。

小中学生 作品数：158点 作品数：178点 作品数：131点 作品数：223点

15 美瑛町「少年の主張」発表大会
視野の拡大と相互理解を図るとともに、
青少年理解を深める機会とする。

中学生 発表者：高校生含む11名 発表者：高校生含む11名 発表者：高校生含む11名 発表者：高校生含む11名

16 「子ども１１０番の家」の設置 町民の協力のもと、ステッカーを設置 ○ ○ ○ ○

17 はたちの集い
祝賀会は、新成人が実行委員会を組
織し自らが運営している。

一般
令和2年度延期分　対象者114名
令和3年度分　　　　対象者85名

対象者：87名
参加者：65名

対象者：84名
参加者：63名

対象者：98名
参加者：62名
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第１０次美瑛町社会教育中期計画期間中の事業一覧 資料３

№ 事業名 内容 対象 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

18 いきがいづくり講座
冬期間を中心に、成人の生きがい作り
の一環として、各種講座を実施。

一般
中止：大人陶芸教室、ブリザードフ
ラワー入門

プリザーブドフラワー教室：15名 バンド楽器にふれてみよう：13名
バンド楽器にふれてみよう　番外編
【ドラム演奏の初めの一歩】：27名
スマートフォン講座:7名

19 大人カルチャースクール
新たな趣味の発見と参加者間の交流を
目的とし、長期間多種多様な講座を実
施

一般

英会話講座：10名
絵手紙講座：11名
スマートフォン講座：28名
ペン習字講座：8名

スマートフォン講座：14名 スマートフォン講座：中止

20 すずらん大学

高齢者への学習の場の提供とともに、
小学生との交流事業、町内外での施設
見学など、高齢者に生きがいの場とす
る

高齢者
学生合計：125名（学生：45名、聴講
生：80名）

学生合計：113名（学生：38名、聴講
生：75名）

学生合計：118名（学生：44名、聴講
生：74名）

学生合計：122名（学生：52名、聴講
生：70名）

21 美瑛町女性のつどい
婦人を中心とした、広く町民の興味関
心が生まれる講演会等を開催する。

一般
[小橋亜樹　講演会」参加者：約120
名

「佐藤麻美　講演会」参加者：約110
名

22 美瑛学講座
各種講座を通じて、ふるさと美瑛につ
いて学ぶ

高校生以上
全3回
延べ49名参加

全6回
延べ81名参加

全6回
延べ74名参加

4回実施
延べ70名参加

23
天文台延長公開
（旧びえい星を見る会）

開館時間内には見られない天体観察
の機会を提供する。

全町民 参加者：延べ45名 参加者：延べ21名 参加者：延べ38名 参加者：延べ77名

24 星のソムリエ認定講座＠びえい
星空案内人（星のソムリエ）資格認定講座
に基づき、地域において天文普及活動を
行うことができる人材を養成する。

一般
全7講座
参加者：7名

全7講座
参加者8名

25 美宙祭り
郷土学館の認知度を高め、生涯学習へ
のきっかけづくりや人との交流の機会の
創出を目指す

子ども 参加者：33名 参加者：86名 参加者：57名 参加者：58名

26 郷土学館特別展・企画展
常設展示とは異なるテーマの展示を行う
ことで、郷土学への興味関心を深める。

全町民
5回実施
来館者数：1,837名

4回実施
来館者数：1,953名

4回実施
来館者数：1,823名

6回実施
来館者数：2,653名

27 丘のまち作品展
日々の芸術文化活動の発表の場とし
て、作品展の開催を行う。

全町民 出展数：702点 出展数：822点 出展数:695点 出展数:727点

28 ピアノと歌のコンサート
気軽に音楽にふれる場を提供し、芸術
文化振興をめざす。

全町民 中止 来場者：125名 来場者:145名 来場者:140名

29 こども陶芸教室
創作活動をとおし、豊かな心の育成を
めざす。

小中学生 参加者：45名 参加者：28名 参加者：26名 参加者：39名

30 文化祭芸能発表会・芸術展
町民センター全館を会場に開催（主催：
美瑛町文化連盟）

全町民 作品展のみ実施　作品数：103点
作品展示：7団体
芸能発表：15団体

作品展示：7団体
芸能発表：14団体

作品展示：7団体
芸能発表：12団体
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№ 事業名 内容 対象 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

31
芸術文化事業推進実行委員会主
催事業

コンサートなどを企画し、町民の芸術鑑
賞の機会を提供する

全町民

人形劇：中止
クリスマスレクチュア2021 in Biei：
144名
BIEIシネマ：中止

入船亭扇治　独演会～町民セン
ターで笑おう：48名
楠光恵ハーモニカコンサートinびえ
い：137名
クリスマスレクチュア2022 in Biei：
150名

人形劇団花かご公演：50名
入船亭扇治　独演会：33名
クリスマスレクチュア2023 in Biei：
181名
リアージュスペシャルコンサート：77
名

陶芸家南正剛「土の聲を聴く」：62名
京都大学交響楽団2024演奏旅行美
瑛公演：226名
クリスマスレクチュア2024 in Biei：205
名
楠光恵ハーモニカクリスマスコン
サート：201名
落語家桂三段独演会：77名

32 図書等購入事業
リクエストに応えるなどほぼ町民の希望
に沿った図書の購入に努めている。

全町民 購入点数　　3,076点 購入点数　　2,994点 購入点数　　3,054点 購入点数　　3,090点

33 図書等貸出事業
図書、視聴覚資料、郷土資料、雑誌の
貸出

全町民
貸出冊数　　 83,700点
利用人数　　 16,858名

貸出冊数　　79,828点
利用人数　　16,449名

貸出冊数　　 78,592点
利用人数　　 16,237名

貸出冊数　　 78,635点
利用人数　　 16,481名

34 図書館おはなし会
ボランティアグループおはなし会「あい
あい」による定期的な子供向けのおは
なし会の開催。

小学生以下 参加人数　　　181名 参加人数　　　240名 参加人数　　　241名 参加人数　　　199名

35 図書相互貸借事業

利用者からリクエストされた図書が、当
館にない場合、他の図書館から借受を
し、利用者へ貸出しを行う。また他館へ
の貸出も行う。

全町民
借受　　471件
貸出　　179件

借受　　471件
貸出　　187件

借受　　272件
貸出　　128件

借受　　447件
貸出　　162件

36 ブックスタート事業
赤ちゃんと保護者に「絵本」と「赤ちゃんと
絵本を楽しむ体験」をプレゼントする。

親子 参加者　　30名 参加者　　43名 参加者　　23名 参加者　　28名

37 ふれあい行事 図書館の利用促進行事の開催。 全町民 ○ ○ ○ ○

38 学校支援事業
図書館司書が全小中学校を学期毎に
巡回し、学校図書館の運営方法等につ
いて協議や助言を行う。

小学生

①学校での読み聞かせ
②図書の団体貸出
③学校図書館への図書館司書の
巡回
④学校でのブックトーク

①学校での読み聞かせ
②図書の団体貸出
③学校図書館への図書館司書の
巡回
④学校でのブックトーク

①学校での読み聞かせ
②図書の団体貸出
③学校図書館への図書館司書の
巡回
④学校でのブックトーク

①学校での読み聞かせ
②図書の団体貸出
③学校図書館への図書館司書の巡
回
④学校でのブックトーク
※③④については専従司書不在の
ため未実施

39 読書通帳交付
高校生以下は無償で読書通帳の発行
を行う。

全町民 交付人数　187名 交付人数　210名 交付人数　146名 交付人数　146名

40 子どもが利用する施設への貸出事業
子どもが利用する施設への図書貸出を
行い読書活動の推進を行う。

小学生
①なかよし児童館、12回　毎回75冊
②美瑛東小学童保育、10回　毎回
100冊

①なかよし児童館、12回　毎回75冊
②美瑛東小学童保育、10回　毎回
100冊

①なかよし児童館、12回　毎回75冊
②美瑛東小学童保育、10回　毎回
100冊

①なかよし児童館、10回　毎回50冊
②美瑛東小学童保育、10回　毎回
50冊

41 公共施設への貸出事業
公共施設への図書貸出を行い読書活
動の推進を行う。

全町民
①bi.yell、常時約600冊配架、年4
回　70冊入替
②郷土学館美宙、常時　106冊

①bi.yell、常時約600冊配架、年4回
70冊入替
②郷土学館美宙、常時　106冊

①bi.yell、常時約600冊配架、年4回
70冊入替
②郷土学館美宙、常時　106冊

①bi.yell、常時約600冊配架、年4回
70冊入替
②郷土学館美宙、常時　106冊

42 読書活動応援事業
町内中学生以下を対象に読書通帳終
了ごとに本を贈呈する。

中学生以下 達成人数　116名 達成人数　92名 達成人数　85名 達成人数　84名
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№ 事業名 内容 対象 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

43 からだをつかおう！

未就学児を対象とした講座で、体の機
能全体の調整力を高めるための運動
遊びを楽しみながら、体つくりと親子の
コミュニケーションを育む。

親子 参加者：19組・38名 中止 中止（元気キッズ講座へ）

44 スキーであそぼ！
親子でスキーの初歩操作とスキー滑走
の基礎的な技術を個別に受講しながら
親子のコミュニケーションを育む。

親子 参加者：15組・30名 参加者：11組・22名 参加者：16組・31名 参加者：9組・18名

45 びえい元気キッズ講座

体の機能全体の調整力を高めるための
運動遊びを体験しバランスの取れた体
づくりと親子のコミュニケーションを育
む。

年少・長未就
学児

【新規】参加者:10組・20名 実績なし

46 こどもかけっこ教室 運動会に向けて短距離走を楽しく学ぶ。 小学生 中止 全2回　参加者：36名 全2回　参加者：36名 全２回　参加者：32名

47 こどもスキー教室 スキーの基礎基本を学び、楽しくすべる。 小学生 全3回　参加者：66名 全4回　参加者：75名 全4回　参加者：71名 全4回　参加者：71名

48 こどもスノーボード教室
スノーボードの基礎基本を学び、楽しくす
べる。

小学生 全3回　参加者：21名 全4回　参加者：20名 全4回　参加者：12名 全４回　参加者：8名

49 クロスカントリースキー教室 クロスカントリースキーの基本指導 一般
初心者コース（全2回）：15名
上級者コース（全2回）：10名

中止

50 健操美体操体験教室
新しい教室の検討としてすずらん大学
で実施したシニア健操美教室を全町民
に対して体験してもらう。

一般 【新規】全2回　参加者：17名 全2回　参加者：23名 全2回　参加者：16名

51 リズムストレッチエクササイズ
音楽に合わせて脂肪燃焼、カロリー消
費を目的とし、運動不足解消のための
きっかけをつくる。

一般 【新規】全6回　参加者：40名 全6回　参加者：25名

52 健康のためのエアロビクス教室
脂肪燃焼、カロリー消費を目的とし、冬に
向けて運動不足解消のためのきっかけを
つくる。

一般 全8回　参加者：20名 全8回　参加者：23名

53 健康のためのウォーキング教室
ウォーキングの基本を指導し、楽しみな
がら健康的な身体作りを目指す。

一般 全8回　参加者：42名 全8回　参加者：23名 全6回　参加者：39名

54 全町ミニバレーボール大会 スポーツ教室運営委員会主催 一般
男性5チーム23名
女性4チーム19名

男性4チーム19名、
女性6チーム28名

男性5チーム22名、
女性4チーム20名

中止

55 町民健康マラソン 美瑛町体育協会主催 小学生以上 中止 参加者：104名 参加者：124名 参加者：81名

56 びえいスポーツチャレンジクラブ 美瑛町体育協会主催 小学生 全6回　参加者：22名 全7回　参加者：19名 全8回　参加者：14名 全8回　参加者：16名

57 町民スキーリフト助成事業
北海道内のスキー場のリフトを利用した
町民の方を対象に、１人１回1,000円を上
限に３回まで助成

全町民 助成実利用者：805名 助成実利用者：726名 助成実利用者：809名 助成実利用者:727名

58 人材バンク
生涯学習活動を実践できる機会の創出
を目的として人材バンクを運用する。

全町民 登録者：38名 登録者：36名 登録者：36名 登録者：37名

59 町民センターの活用
生涯学習・文化活動の拠点として有効利
用

利用者：17,992人
利用者：18,297人
町民プール利用者：17人

利用者：21,392人 利用者：26,795人
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60 スポーツ施設の活用 町民スポーツの拠点として有効活用
スポーツセンター利用者：27,510人
町民プール利用者：13,987人

スポーツセンター利用者：35,893人
町民プール利用者：14,553人

スポーツセンター利用者：39,507人
町民プール利用者：15,457人

スポーツセンター利用者：48,025人
町民プール利用者：15,090人

61 地域人材育成研修交流センター 町内外の研修拠点として有効活用 利用者：465人 利用者：1,160人 利用者：1,626人 利用者：1,464人

62 郷土学館の活用
美瑛学（郷土学）活動の拠点として有効
利用

利用者：3,099人 利用者：4,852人 利用者：4,457人 利用者：5,124人
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美瑛町社会教育委員会 

～～～～～～～アンケート調査票～～～～～～～ 

回 答 者 
 性別       年代        お住まい 

 男 ・ 女       代      市街地 ・ 市街地外 

 

 

問１ 普段、興味関心を持っていることをすべてお選びください。 

１ 政治や経済の動き  ２ 地域や町内会活動   ３ 衣食住に係る知識技能  

４ ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ   ５ 自然観察や園芸・飼育 ６ 芸術・文化 

７ 環境問題・自然保護 ８ 子育てなど家庭教育  ９ ボランティア活動   

10 町政について      11 仕事に係る知識・技能 12 健康づくり 

13 科学・技術     14  防災・防犯      15 IT や AI などの技術 

16 その他（                ） 

 

問２ 今後、学習しなければならないと考えることをすべてお選びください。 

１ 政治や経済の動き  ２ 地域や町内会活動   ３ 衣食住に係る知識技能  

４ ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ   ５ 自然観察や園芸・飼育 ６ 芸術・文化 

７ 環境問題・自然保護 ８ 子育てなど家庭教育  ９ ボランティア活動   

10 町政について      11 仕事に係る知識・技能  12 健康づくり 

13 科学・技術     14  防災・防犯           15  IT や AI などの技術 

16 その他（                ） 

 

問３ 今後、町民の学習活動を充実させるために必要なものをすべてお選びください。 

１ 講座や教室などを数多く開催する。 

２ 町民センターや図書館などをもっと利用できるようにする。 

３ 気軽に学習相談ができるようにする。 

４ 学習活動の情報発信（行事・講師・施設・サークル等）を充実させる。 

５ 学習成果を活かす機会を数多く提供する。 

６ 自主サークル・団体への支援を手厚くする。 

７ 町民一人ひとりが生涯学習の必要性を認識する。 

８ 公民館（町民センター）や図書館などの専門員を充実させる。 

９ その他（                  ） 

 

問４ あなたが、新型コロナウイルス感染症５類感染症移行後、日々の学習・サークル活動

の面で感じた変化をすべてお選びください。 

１ サークルや講座に人が戻ってこない 

２ 町民センターや図書館での活動に不安を感じる 

３ スポーツセンターなどの体育施設での活動に不安を感じる 

４ 友人知人となかなか会わない 

５ テレビ会議などの非対面での活動が増えた 

６ その他（                  ） 
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問５ 過去５年間に参加（来場）したことのある事業をすべてお選びください。また、それ

らの事業の満足度とその理由をお書きください。 

 

【町民センター開催】 

事業種類 
参 

加 

満 足 度 

理   由 
満足 

やや 

満足 

やや 

不満 
不満 

文化事業講座(各種教室・

すずらん大学など) 
      

スポーツ講座（エクササ

イズ教室など） 
      

スポーツ大会（健康マラ

ソン、ミニバレーなど） 
      

出会いふれあい祭り       

コンサート（ピアノと歌

のコンサートなど） 
      

丘のまち作品展       

その他 

（        ） 
      

 

【郷土学館で開催】 

事業種類 
参 

加 

満 足 度 

理 由 
満足 

やや 

満足 

やや 

不満 
不満 

郷土学講座（美瑛学講座

など） 
      

特別展示       

天文イベント（天文台延

長公開など） 
      

その他 

（        ） 
      

その他 

（        ） 
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【図書館で開催】 

事業種類 
参 

加 

満 足 度 

理 由 
満足 

やや 

満足 

やや 

不満 
不満 

よみきかせイベント       

古本市       

読書通帳の利用       

季節のイベント（クリ

スマス会など） 
      

各種講座（工作会など） 
      

その他 

（        ） 
      

その他 

（        ） 
      

 

（事業に参加したことがあれば問７-１と問７-２を回答してください。１つも参加したこと

がなければ問７-３を回答してください。） 

問７-１ どのように事業について知りましたか。当てはまるものすべてをお選びください。 

１ 広報の記事     ２ 広報の折込チラシ  ３ 町ホームページ 

４ 町フェイスブック  ５ 防災無線      ６ ポスター       

７ 町公式 LINE     ８ 知人から聞いて  

９ その他（                      ） 
 

問７-２ 参加した理由に当てはまるものをすべてお選びください。 

１ 友人が参加するから ２ 内容に興味があるから ３ 参加料が安いから 

４ 前に参加して満足できたから  

５ その他（              ）  
 

問７-３ 参加しない理由に当てはまるものをすべてお選びください。 

１ 内容に興味がない  ２ 事業について知らなかった ３ 参加料が高い 

４ 参加したいが日程があわない ５ 知り合いが参加しないから 

６ その他（              ） 
 

問８ 実施して欲しいと思う事業など、ご自由にお書きください 

 

 

 



4 

 

問９ 令和６年度に利用した社会教育・社会体育施設について、利用頻度が高い順にその施

設の満足度と、その理由をお書きください。 

①町民センター    ②スポーツセンター ③図書館    ④町民プール 

⑤郷土学館美宙    ⑥陸上競技場    ⑦地域人材育成研修交流センター（旧旭小） 

⑧町内パークゴルフ場 ⑨大雪青少年交流の家⑩歩くスキーコース ⑪ふれあい運動広場 

⑫丸山球場      ⑬学校開放施設    ⑭町民スキー場 ⑮弓道場 

 
施設 

番号 

満足度 

理 由 
満足 

やや 

満足 

やや 

不満 
不満 

１ 
      

２       

３       

 

 

～～～～～～～～～御協力ありがとうございました～～～～～～～～～～ 



美瑛町社会教育委員会 

～～～～～～～児童生徒向けアンケート調査票～～～～～～～ 
 

 

性別       学年           お住まい 

 男 ・ 女    小・中・高  年生    市街地・市街地外  

 

 

問１ 町民センターや郷土学館、図書館の行事や教室にはどれぐらい参加したことがあり

ますか。 

  １ １回だけ  ２ ２回～４回  ３ ５回～９回  ４ １０回以上 

 

問２ 行事や教室をなにで知りましたか。あてはまるものすべてを選んでください。 

  １ 広報の記事       ２ 広報の折込チラシ 

  ３ ホームページ      ４ 友だちに教えてもらって 

  ５ 学校でもらったチラシ  ６ 防災無線    ７町公式 LINE 

  ８ その他（             ） 

 

問３ 参加した理由について、あてはまるものすべてを選んでください。 

１ 友だちが参加するから  ２ おもしろそうだったから 

３ 参加費が安いから    ４ 親にすすめられて 

５ 前に参加したときおもしろかったから 

６ その他（             ） 

 

問４ あなたが、参加したいと思う行事や教室はどれですか。あてはまるものすべてを選ん

でください。 

１ テントなどでのキャンプ 

  ２ スキーや水泳などのスポーツ教室 

  ３ 森や海で遊ぶ自然体験 

  ４ 施設などに泊まって遊ぶ宿泊体験 

  ５ 勉強を教えてもらえる学習サポート 

  ６ 映画や音楽などを聞いたりする芸術鑑賞 

７ 話し合いの方法や企画づくりを学べるスキルアップ教室 

  ８ 工作や実験をする科学体験 

  ９ 町内を探検して美瑛の歴史などを知れる行事や教室 

  10 特にない 

11 その他（             ） 

 

問５ 具体的にやりたいものがあればについて自由に書いてください。 

    ※実験や料理、キャンプなど 

 

 

 



 

問６ あなたが、やりたい行事や教室に参加するときに、どのような形で参加したいと思い

ますか。 

１ これまでどおりの参加者として 

２ ほかの参加者のお手伝いとして 

３ 内容を考えるところから参加したい 

４ やりたいものがないし、参加もしたくない 

５ その他（              ） 

 

問７ 令和６年度に利用した社会教育・社会体育施設について、利用頻度が高い順にその施

設の満足度と、その理由をお書きください。 

 
 

 
施設 

番号 

満足度 

理 由 
満足 

やや 

満足 

やや 

不満足 
不満足 

１       

２       

３       

 

 

 

 

------------ご協力ありがとうございました-------- 

①町民センター    ②スポーツセンター ③図書館    ④町民プール 

⑤郷土学館美宙    ⑥陸上競技場    ⑦地域人材育成研修交流センター（旧旭小） 

⑧町内パークゴルフ場 ⑨大雪青少年交流の家⑩歩くスキーコース ⑪ふれあい運動広場 

⑫丸山球場      ⑬町民スキー場   ⑭弓道場 



美瑛町社会教育委員会 

～～～～～～～保護者向けアンケート調査票～～～～～～～ 
回 答 者 

 性別       年代        お住まい 

 男 ・ 女       代      市街地 ・ 市街地外 

お子さん  

性別       学年 

 男 ・ 女     小・中・高     年  

 

＜お子さんについてお聞きします。＞ 
問１ お子さんの町民センターや郷土学館、図書館で行う事業に対しての参加意欲につい

て、当てはまるものすべてをお選びください。 

１ 積極的に参加したがる     ２ まれに参加したいということがある 

３ 友達と相談して申込している  ４ 親から勧めないと参加しない  

５ 決まったものしか参加しない   

６ その他（                      ） 

 

問２-１ 事業参加後に、お子さんと事業のことについて話しをしましたか。 

１ はい  → 問２-２を回答願います。 

２ いいえ → 問２-３を回答願います。 

 

問２-２ 話しを聞いて感じたことをすべてお選びください。 

１ 沢山話していて楽しそうだった    ２ あまり話さずつまらなそうだった 

３ 思っていた内容と違い不満そうだった ４また参加させたいと感じた 

５ その他（                       ） 

 

問２-３ 話さなかった理由について、当てはまるものすべてお選びください。 

１ 聞いたが話してくれなかった  ２ 学校のことなど普段から聞かない 

３ 忙しくて聞きそびれた     ４ 内容に興味がなかった 

５ その他（                      ） 

 

問３ 子ども事業であなたが求めるものをすべてお選びください。 

１ 通年で体験クラブなどの事業   ２ さまざまなスポーツ体験事業 

３ 学校の勉強につながる事業    ４ 低学年対象事業 

５ 高学年・中学生対象事業     ６ 日帰り事業 

７ 生涯学習や子育てなどの情報提供 ８ ２泊３日以上の長期宿泊事業 

９ 事業中の様子についての情報提供 10 参加費の減額 

11 その他（             ）  

 

問４ 今後、参加させたいと思う事業に当てはまるものをすべてお選びください。 

１ 自然体験    ２ 宿泊体験     ３ 環境教育  

４ スポーツ教室  ５ ボランティア育成 ６ 読書系   

７ 科学体験    ８ 芸術鑑賞   



９ その他（                  ） 

問５ お子さんの日々の生活面で、新型コロナウイルス感染症拡大防止の自粛期間中に困

ったことをすべてお選びください。 

１ 早寝早起きなど生活リズムの乱れ   ２ 習慣的な勉強リズムの乱れ 

３ 運動不足              ４ 保護者不在の自宅待機時間の増加 

５ 子どもの不要不急の外出       ６ ネット・ゲームへの過度な依存 

７ 自粛生活による子どものストレス増加 ８ 兄弟や親子など家庭内の不和 

９ その他（                 ） 

 

 

＜ご本人について質問します＞ 

問７ 普段、興味関心を持っていることをすべてお選びください。 

１ 政治や経済の動き  ２ 地域や町内会活動   ３ 衣食住に係る知識技能  

４ ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ   ５ 自然観察や園芸・飼育 ６ 芸術・文化 

７ 環境問題・自然保護 ８ 子育てなど家庭教育  ９ ボランティア活動   

10 町政について      11 仕事に係る知識・技能 12 健康づくり 

13 科学・技術     14  防災・防犯      15 IT・AI 等の技術 

16 その他（                ） 

 

問８ 今後、学習しなければならないと考えることをすべてお選びください。 

１ 政治や経済の動き  ２ 地域や町内会活動   ３ 衣食住に係る知識技能  

４ ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ   ５ 自然観察や園芸・飼育 ６ 芸術・文化 

７ 環境問題・自然保護 ８ 子育てなど家庭教育  ９ ボランティア活動   

10 町政について      11 仕事に係る知識・技能  12 健康づくり 

13 科学・技術     14 防災・防犯      15 IT・AI 等の技術 

16 その他（                ） 

 

問９ 今後、町民の学習活動を充実させるために必要なものをすべてお選びください。 

１ 講座や教室などを数多く開催する。 

２ 町民センターや図書館などをもっと利用できるようにする。 

３ 気軽に学習相談ができるようにする。 

４ 学習活動の情報発信（行事・講師・施設・サークル等）を充実させる。 

５ 学習成果を活かす機会を数多く提供する。 

６ 自主サークル・団体への支援を手厚くする。 

７ 町民一人ひとりが生涯学習の必要性を認識する。 

８ 公民館（町民センター）や図書館などの専門員を充実させる。 

９ その他（                  ） 

 

問１０ あなたが、新型コロナウイルス感染症拡大防止の自粛期間中に、日々の学習・サー

クル活動の面で困ったことをすべてお選びください。 

１ サークルや講座がないことによる外出機会不足 

２ 町民センターや図書館の休館による学習活動場所の喪失 

３ スポーツセンターなどの体育施設の休館による運動場所の喪失 

４ 友人知人との交流不足 

５ テレビ会議などの活用方法の知識不足 



６ 余暇時間の活用アイディア不足 

７ その他（                  ） 

 

 

問１１ 過去５年間に参加（来場）したことのある事業をすべてお選びください。また、そ

れらの事業の満足度とその理由をお書きください。 

 

【町民センター開催】 

事業種類 
参 

加 

満 足 度 

理   由 
満足 

やや 

満足 

やや 

不満 
不満 

文化事業講座(各種教室・

すずらん大学など) 
      

スポーツ講座（エクササ

イズ教室など） 
      

スポーツ大会（健康マラ

ソン、ミニバレーなど） 
      

出会いふれあい祭り       

コンサート（ピアノと歌

のコンサートなど） 
      

丘のまち作品展       

その他 

（        ） 
      

 

 

 

 

【郷土学館で開催】 

事業種類 
参 

加 

満 足 度 

理 由 
満足 

やや 

満足 

やや 

不満 
不満 

郷土学講座（美瑛学講座

など） 
      

特別展示       

天文イベント（天文台延

長公開など） 
      

その他 

（        ） 
      



その他 

（        ） 
      

 

 

 

【図書館で開催】 

事業種類 
参 

加 

満 足 度 

理 由 
満足 

やや 

満足 

やや 

不満 
不満 

よみきかせイベント       

古本市       

読書通帳の利用       

季節のイベント（クリ

スマス会など） 
      

各種講座（工作会など） 
      

その他 

（        ） 
      

その他 

（        ） 
      

 

（事業に参加したことがあれば問１３-１と問１３-２を回答してください。１つも参加した

ことがなければ問１３-３を回答してください。） 

問１３-１ どのように事業について知りましたか。当てはまるものすべてをお選びくださ

い。 

１ 広報の記事     ２ 広報の折込チラシ ３ 町ホームページ 

４ 町フェイスブック  ５ 防災無線     ６ ポスター 

７ 知人から聞いて   ８ 子どもから聞いて 

９ その他（              ） 

 

問１３-２ 参加した理由に当てはまるものをすべてお選びください。 

１ 友人が参加するから ２ 内容に興味があるから ３ 参加料が安いから 

４ 前に参加して満足できたから ５ 子どもが参加したから 

６ その他（              ）  

 

問１３-３ 参加しない理由に当てはまるものをすべてお選びください。 

１ 内容に興味がない  ２ 事業について知らなかった ３ 参加料が高い 

４ 参加したいが日程があわない ５ 知り合いが参加しないから 

６ その他（              ） 



 

問１４ 実施して欲しいと思う事業など、ご自由にお書きください 

 

 

 

 

 

 

 

問１５ 令和６年度に利用した社会教育・社会体育施設について、利用頻度が高い順にその

施設の満足度と、その理由をお書きください。 

①町民センター    ②スポーツセンター ③図書館     ④町民プール 

⑤郷土学館美宙    ⑥陸上競技場    ⑦地域人材育成研修交流センター（旧旭小） 

⑧町内パークゴルフ場 ⑨大雪青少年交流の家⑩歩くスキーコース ⑪ふれあい運動広場 

⑫丸山球場      ⑬学校開放施設    ⑭町民スキー場 ⑮弓道場 

 
施設 

番号 

満足度 

理 由 
満足 

やや 

満足 

やや 

不満 
不満 

１       

２       

３       

 

～～～～～～～～～御協力ありがとうございました～～～～～～～～～～ 
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